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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

渡 邉 純 忠 前 市 長 に 特 別 表 彰

第 1 2 回 一 般 の 部 大 賞

第 1 2 回 小 学 生 の 部 大 賞

ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

年 を 祝 う 式 典 が 、 ４ 日 に山 口 市 民 会 館 で 開 か れた 。　
冒 頭 、

2 0年 間 を 振 り 返

る 映 像 の 上 映 に 続 い て 、県 内 外 で 学 ぶ 山 口 市 出 身の

2 0歳 の 大 学 生 ６ 人 が オ

ン ラ イ ン で 「 登 壇 」  。 夢や 希 望 を 語 っ た 。　
そ し て 、 国 歌 斉 唱 、 山

口 市 民 憲 章 唱 和 に 続 き 、伊 藤 和 貴 市 長 が 式 辞 。「 人 口 減 少 、 少 子 高 齢化 、 大 都 市 圏 へ の 人 口 集中 な ど 社 会 構 造 が 変 化 する 中 で 、 本 市 は 『 安 心 して 住 み 続 け ら れ る 街 』『 魅 力 あ ふ れ る 県 都 と して 人 々 か ら 選 ば れ る 街 』を 目 指 し 、 山 口 ・ 小 郡 両

　 「 平 成 の 大 合 併 」 に よっ て ２ ０ ０ ５ 年

1 0月 に 発

足 し た 山 口 市 の 誕 生

2 0周

都 市 核 づ く り と

2 1地 域

づ く り を 進 め て き た 。こ の

2 0年 間 で 新 市 に お

け る 社 会 基 盤 整 備 が おお む ね 完 了 し 、 こ れ から は 市 民 生 活 の 質 向 上や 都 市 と し て の 元 気 度を 上 げ て い き た い 。 そし て 、 次 代 を 担 う 子 ども た ち に も 将 来 、  『 こ

功 労 賞 を 贈 呈 。 渡

邉
純 忠

前 市 長 と 、 各 医 師 会 、 歯科 医 師 会 、 薬 剤 師 会 、 商工 会 議 所 お よ び 商 工 会 の
1 2団 体 を 特 別 表 彰 し た 。

　
式 典 終 了 後 に は 、 國 學

院 大 観 光 ま ち づ く り 学 部長 で 元 東 大 副 学 長 の 西 村幸 夫 さ ん が 「 地 域 そ れ ぞれ の 個 性 を 活 か し た ま ちづ く り の こ れ か ら 」 の 演題 で 特 別 講 演 。 山 口 市 を「 中 世 を た ど る 年

ね ん

縞 こ う

都

市 」 と 表 現 し 、 以 前 の もの を 破 壊 す る こ と な く 、歴 史 が 「 降 り 積 も っ た 」ま ち だ と 評 価 。 地 元 に 住む わ れ わ れ が 気 づ い て い

な い 市 の 個 性 を 具 体 的 に紹 介 し 、 そ れ ら の 魅 力 から ま ち づ く り を 考 え て いく こ と の 重 要 性 を 説 いた 。　
さ ら に 会 場 の ロ ビ ー に

は 、

2 0年 間 の 主 な 出 来 事

を ま と め た パ ネ ル が 展 示さ れ 、 特 産 品 を 販 売 す るブ ー ス も 設 け ら れ た 。　
現 山 口 市 は 、

0 5年

1 0月

１ 日 に 旧 山 口 市 ・ 小 郡町 ・ 秋 穂 町 ・ 阿 知 須 町 ・徳 地 町 の １ 市 ４ 町 が 対 等合 併 し て 誕 生 し た 。 さ らに 、

1 0年 １ 月

1 6日 に 旧 阿

東 町 を 吸 収 合 併 し 、 現 在の 形 に な っ た 。

れ が 私 の ふ る さ と だ 』 と胸 を 張 っ て 言 っ て も ら える よ う な 山 口 市 を 目 指 した い 」 と 述 べ た 。　
ま た 、 こ れ ま で の ま ち

づ く り に 貢 献 し て き た 功労 者 を 表 彰 。

2 1の 地 域 づ

く り 協 議 会 、 同 じ く 自 治会 等 連 合 会 、 市 青 少 年 健全 育 成 市 民 会 議 （ 木 橋 悦二 会 長 ）  、 市 連 合 婦 人 会（ 松 浦 富 子 会 長 ）  、 市 子 ども 会 育 成 連 絡 協 議 会 （ 山本 典 夫 会 長 ） の

4 5団 体 に

は 「 今 一 度 山 口 市 の 魅 力的 な 景 観 を 再 確 認 し て ほし い 」 と 、  「 未 来 に 伝 えた い 山 口 の 〇 〇 」 に 。「 自 然 、 風 景 、 伝 統 、 行事 ・ お 祭 り 、 街 並 み 、 暮ら し な ど 、 未 来 に 伝 え たい 本 市 の 魅 力 を 写 真 に 収め 、 応 募 し て ほ し い 」 と主 催 者 。 昨 年 の コ ン テ スト に は 、

6 2人 か ら １ ０ ０

点 が 寄 せ ら れ た 。　
応 募 資 格 は 、  「 一 般 の

部 」 が 「 山 口 市 内 在 住者 、 山 口 市 を こ よ な く 愛す る 方 」  。  「 小 学 生 の 部 」が 「 山 口 市 内 の 小 学 生 、山 口 市 が 大 好 き な 小 学

生 」  。　
応 募 は １ 人 ３ 点 ま で 。

対 象 は 、

2 4年

1 1月

2 1日 以

降 に 、 公 共 の 場 所 な ど 誰も が 自 由 に 訪 れ る こ と がで き る 場 所 か ら 撮 影 した 、 テ ー マ に 沿 っ た 山 口市 内 の 写 真 。 未 発 表 の もの に 限 ら れ る 。　
応 募 方 法 は 、 ① 応 募 フ

ォ ー ム ② 電 子 メ ー ル ③ 郵送 ・ 持 参 の い ず れ か で 。詳 細 は 、 山 口 市 ウ ェ ブ サイ ト （ 二 次 元 コ ー ド か

　
山 口 市 は 、 第

1 3回 山 口

市 景 観 賞 「 景 観 写 真 コ ンテ ス ト 」 の 作 品 を 募 集 して い る 。 締 め 切 り （ 必着 ） は 、

1 1月

2 1日  （ 金 ）  。

　
山 口 市 景 観 賞 は 、 景 観

に 対 す る 市 民 の 意 識 を 高め る こ と で 良 好 な 景 観 形成 を 推 進 し よ う と 、 ２ ０１ ３ 年 か ら 毎 年 開 か れ て

い る 。 募 集 ジ ャ ン ル は 、第 １ 回 か ら ３ 回 ま で と ６回 、 ８ 回 、

1 0回 、

1 2回 は

「 写 真 」  、 第 ４ 回 と

1 1回 は

「 建 築 物 」  、 第 ５ 回 と ９ 回は 「 活 動 」  、 第 ７ 回 は「 広 告 物 」 だ 。　
山 口 市 誕 生 か ら

2 0周 年

の 今 年 は 、 子 ど も か ら 大人 ま で 幅 広 い 世 代 か ら の応 募 が 期 待 で き る 「 景 観写 真 コ ン テ ス ト 」 に な った 。 そ し て 、 募 集 テ ー マ

ら ） で 確認 で きる 。

山 口 市 ２ ０ 周 年 を 祝 賀
１ ０ 月 ４ 日 に 記 念 式 典 や 特 別 講 演

山 口 市 が  「 景 観 写 真 コ  ン テ ス ト 」

「 未 来 に 伝 え た  い 」  写 真 を 募 集～ １ １  月
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 １ 行 記 事　 き ょ う ８ 日 か ら １ ３ 日 （ 月 ・ 祝 ） ま で 「 １ 万 円 か ら の お 買 い 得 絵 画 市 」 が 、 山 口 井 筒 屋 ５ 階 美 術 ギ ャ ラ リ ー で 。 「 生 活 空 間 に 絵 画 を お 得 に 飾 っ て は 」 と 主 催 者 。

2 1 0 6

1 0月

1 6日  （ 木 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

こ こ と 小 郡 店 の 立 体 駐 車場 を ご 利 用 く だ さ い 。（ １ 時 間 無 料 券 を お 渡 し し ま す ）コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」（ 新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

無 料

と

 き

と こ ろ参 加 料駐 車 場

▲ コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

1 0月

1 6日  （ 木 ）

「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

　
初 め て の 参 加 で し た が 、 と て

も ア ッ ト ホ ー ム で 皆 さ ん 優 しく 、 子 ど も た ち も 楽 し ん で い まし た 。 工 作 を 教 え て も ら っ たり 、 魚 釣 り を し た り 、 笑 顔 の 子ど も た ち が 見 れ て 私 も 嬉 し く なり ま し た 。 ま た 機 会 が あ れ ば 参加 し た い で す 。� （ ペ ン ネ ー ム

　
み ゆ マ マ さ ん ）

前 回 参 加 者 の 声

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ

る ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出会 い の 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プロ グ ラ ム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過ご せ る 空 間 を 提 供 す る 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 参 加 料 無 料 。 い つ 来 て

い つ 帰 っ て も Ｏ Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、お 友 だ ち を つ く り た い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽に ご 利 用 く だ さ い 。　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や

ま ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ます 。 急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す ので 、 あ ら か じ め ご 確 認 く だ さ い ま す よ う お願 い 申 し 上 げ ま す 。

　

次 月 は

1 1月

2 0日  （ 木 ）  で す 。

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
あ る 村 に 、 腕 の よ い 藍 染

め 職 人 の お じ い さ ん が 、 おば あ さ ん と 一 緒 に く ら し てい ま し た 。 二 人 の 悩 み は 子ど も が い な い こ と 。　 「 だ れ が わ し の あ と を 継ぎ 、 布 に 型 付 け を し て 、 青く 染 め て く れ る だ ろ う ？ 」　
と こ ろ が あ る と き 、 不 思

議 な め ぐ り あ わ せ に よ っ て娘 を さ ず か り ま す 。 二 人 はそ の 子 に 「 ア ポ レ ン カ 」（ 光 の 少 女 ） と 名 付 け 、 大切 に 育 て ま し た 。　
ア ポ レ ン カ は 大 き く な る

と お じ い さ ん の 仕 事 に 興 味を も ち 、 手 伝 う よ う に な りま し た 。 藍 甕 の 中 に 白 い 布を く り 返 し 浸 し て い く と 、深 い 青 に 染 ま り ま す 。 木 型

程 に 目 を う ば わ れ ま す 。　
こ の 子 は 、 藍 染 め が こ の

世 か ら 消 え て し ま わ な い よう 、 遠 い 遠 い 宇 宙 の は て から つ か わ さ れ て き た 娘 だ った の で す 。　
藍 染 め の 技 は 世 界 各 地 に

あ り ま す が 、 こ れ は チ ェ コの お は な し 。 伝 統 的 な 手 仕事 の 美 し さ や 継 承 の 大 切 さを 伝 え る た め 、 取 材 や 文 献調 査 を か さ ね て つ く ら れ まし た 。　
藍 染 め の 表 情 豊 か な 美 し

さ を 堪 能 で き る 作 品 で す 。 を 使 っ て 糊 を お い た と こ ろか ら は 白 い 模 様 が う か び あが り 、 ア ポ レ ン カ は そ の 工

求 龍 堂 （ 2 0 2 3  年 ）
作 ： ロ マ ナ ・ コ シ ュ ト コ ヴ ァ ー
絵 ： ヴ ェ ロ ニ カ ・ ヴ ル コ ヴ ァ ー
      ヤ ン ・ シ ュ ラ ー メ ク
訳 ： 小 川 　 里 枝 

藍 染 め の
ア ポ レ ン カ

2 7 0
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

対 象 店 舗 は の ぼ り が 目 印

コ ン サ ー ト

　
採 用 ・ 育 成 ・ 退 職 、 採

用 ・ 育 成 ・ 退 職 … 。  「 Ｚ世 代 」 と 呼 ば れ る 入 社 ３年 以 内 の 若 手 社 員 の 離 職率 の 高 さ が 、 多 く の 企 業に 深 刻 な 影 を 落 と し て いる 。 そ こ で 山 口 商 工 会 議所 は 、 若 手 社 員 の 職 場 定着 を 支 援 す る セ ミ ナ ーを 、

1 0月 と

1 2月 の

2回 開

催 す る 。 ど ち ら も 受 講 は無 料 で 、 定 員 は

3 0人 。

　
１ 回 目 は 「 若 手 の 職 場

定 着 に つ な が る 〝 対 話力 〞 と 〝 信 頼 構 築 〞 術 〜世 代 間 ギ ャ ッ プ や コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン の 齟

そご

齬 を 防

ぐ 」  。 ラ イ フ デ ザ イ ン ラボ 代 表 取 締 役 の 村 山 寛 樹

さ ん が 講 師 で 、  「 人 が 辞め ず 活 躍 す る 組 織 づ くり 」  「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン の 活 性 化 」 な ど を 学ぶ 。 日 時 は

1 4日  （ 火 ）  午 後

２ 時 か ら ４ 時 半 で 、 会 場は 同 所 （ 山 口 市 中 市 町１ ）  。　
２ 回 目 は 「 会 社 の 魅 力

を 最 大 化 す る 管 理 職 必 修セ ミ ナ ー 」  。 は れ ぼ し 代表 取 締 役 の 三 宅 哲 之 さ んが 講 師 で 、  「 従 業 員 と 目線 を 合 わ す 」  「 時 代 に 即応 ！

　
頭 を リ セ ッ ト 」

「  『 こ の 会 社 に 行 っ て み たい 』 の つ く り 方 」  「  『 こ の会 社 に ず っ と い た い 』 のつ く り 方 」  「 社 員 の や る

模 事 業 者 等 の 需 要 喚 起 や活 性 化 が 目 的 だ 。　
同 商 工 会 所 属 の

3 0店 舗

を

1 1月

3 0日  （ 日 ）  ま で に 利

用 し 、 レ シ ー ト ・ 領 収 書２ ０ ０ ０ 円 分 （ 税 込 み ）を 一 口 と し て 応 募 。 抽 選で 、 徳 地 米

1 0㌔ 、 徳 地 和

牛 １ 万 円 相 当 、 特 産 品 詰め 合 わ せ な ど の 景 品 が 当

た る 。 複 数 店 舗 の レ シ ート を 組 み 合 わ せ た 合 計 金額 で も 可 能 で 、 応 募 は １

人

2 0口 ま で 。 対 象 店 舗 の

店 頭 に は 、 目 印 と し て のぼ り が 立 て ら れ て い る 。　
応 募 方 法 な ど 詳 細 は 、

対 象 店 舗 に 備 え 付 け て ある 専 用 応 募 用 紙 に 書 い てあ る 。

1 2月 ５ 日  （ 金 ）  必

着 。 抽 選 は

1 2月 中 旬 に 行

わ れ 、 当 選 発 表 は 景 品 の発 送 に 代 え ら れ る 。　
昨 年 は 、 ９ ５ ６ 件 ・ ５

５ ４ ０ 口 の 応 募 が あ った 。  「 見 ど こ ろ も 多 い 徳地 を 楽 し み 、 し っ か り 買い 物 し て も ら え た ら 」 と同 商 工 会 （

☎
０ ８ ３ ５

－

５ ２

－ ０ ０ ２ ６ ）

気 を 生 み 出 す 原 動 力 」 など を 学 ぶ 。 日 時 は

1 2月 ８

日  （ 月 ）  午 後 ２ 時 か ら ４ 時半 で 、 会 場 は Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維新 ホ ー ル （ 山 口 市 小 郡 令和 １ ）  。　
申 し 込 み は 、 同 商 議 所

広 域 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト セン タ ー （

☎
０ ８ ３

－

９ ７

２

－

０ ０ ７ ５ 、

０ ８ ３

－

９ ７ ３

－

２ ７ ８ ９ ）

へ 、 フ ァ ク ス ま た は フ ォー ム （ 二 次 元 コ ー ド から ） で 、 事 業 所 名 ・ 所 在地 ・ 電 話 番 号 ・ フ ァ ク ス

「 ２ ０ ２ ５ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

佳 作 「 夜 空 に 大 輪 二 尺 玉 ！！ 」
秋 吉 台 観 光 ま つ り 花 火 大 会 。 中 国 地 方 で 最 大 の 二 尺 玉 が 咲 き ま し た 。 物 価 高 騰 に よ り 有 料 開 催 と な り ま し
た が 、 持 続 可 能 な 花 火 大 会 へ の 一 意 奮 闘 に 感 謝 で す 。 二 尺 玉 の よ う に 、 で っ か く 元 気 に ス タ ー ト し ま し ょ う ！

撮 影 者 ： 谷 口 尚 良 さ ん （ 広 島 市 ） 　 撮 影 日 ： 2 0 2 4 年 9 月 7 日 　 撮 影 場 所: 美 祢 市 秋 芳 町 秋 吉

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /
s hi n n e n / 2 0 2 5 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。

山 口 商 議 所 が セ ミ ナ ー 開 催

若 手 社 員 の 職 場 定 着 を 支 援

　 「 徳 得レ シ ー トキ ャ ン ペー ン 」が 、 山 口市 徳 地 地域 で 開 催さ れ て いる 。 徳 地商 工 会（ 奥 野 貴之 会 長 ）の 主 催で 、 小 規

徳 地 商 工 会 が 事 業 者 を 応 援

「 徳 得 レ シ ー ト キ ャ ン ペ ー ン 」
～

1 1月

次 回 は 1 0 月 1 5 日 掲 載

︻ シ ャ ン ソ ン ダ ム ー ル ︼山 口 、 宇 部 教 室 発 表 会 、
1 0月

1 8日  （ 土 ）  山 口 南 総 合

セ ン タ ー 開 演

1 3時 、 入 場

無 料

　
電 話 ０ ８ ０ ５ ７ １

２ ４ ４ ５ ７
︻ パ イ プ オ ル ガ ン メ デ ィテ ー シ ョ ン ︼

1 0月

1 3日

（ 月 ・ 祝 ）

1 4時 サ ビ エ ル

記 念 聖 堂 （ オ ル ガ ン ） 吉田 仁 美

☎
０ ８ ３ ９ ２ ０ １

５ ４ ９

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

番 号 ・ 受講 者 氏 名を 伝 える 。

１ ０ ・ １ ２ 月

 １ 行 記 事　 山 口 萩 焼 作 家 ・ 大 和 努 さ ん の 作 陶 ４ ０ 周 年 を 記 念 し た 個 展 が 、 １ ０ 日 （ 金 ） か ら １ ４ 日 （ 火 ） ま で 山 口 井 筒 屋 ５ 階 催 場 で あ る 。 「 炎 虹 漆 艶 彩 」 な ど の 新 作 が 並 ぶ 。



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ ０ 月 ８ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


